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第 1 章では，前述した山腹斜面に時間差で分級し堆積した粒径が異なる 2 種類の火砕物
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飽和透水係数は 1.70×10-4 cm/s と低い値であった。このことから細粒火砕物は自身の流亡
につながる地表流を容易に発生させる性質があると推察された。この細粒火砕物が地表流に
より流亡すると下位の粗粒火砕物が露出すると考えられた。この粗粒火砕物は，礫を主成分
とする厚さ 0.5~2.0 cm の粗粒層が上位に位置し，その下位に砂と礫を主体とする火山砂礫
層が位置する 2 層構造を有していた。粗粒層は，下位の火山砂礫層よりも細粒土砂を欠いた
粒径組成であることから，粗粒火砕物中の細粒分が地表流によって流亡した結果，形成され





第 3 章では，第 2 章の結果から推察した火砕物の粗粒化過程を議論するため，噴火当時
に現地で採取した細粒火砕物を粗粒火砕物の上位に人工的に散布して被覆し，細粒火砕物の
流亡による火砕物の粗粒化を再現する野外試験を行った。その結果，火砕物の粗粒化は，雨




















の植生回復に調和して年土砂流出量が減少した。緑化施工後 1 年目から 4 年目までの年土







































審 査 報 告 概 要 
 
本論文は，1990 年に活動が始まった雲仙普賢岳において，これまで未知であった火砕物
が厚く堆積した火山山腹斜面における火砕物の安定化過程の詳細を現地調査や現地再現実
験により明らかにしたものである。堆積火砕物の上層の不安定な細粒火砕物が降雨で流亡し
て下層の粗粒火砕物が露出し，さらにその表層で粗粒化が起きることで耐侵食性が高まり，
植生回復においてもプラスに働くことを突き止めた。本研究成果は，他の噴火パターンにお
いても十分適用可能な新知見が含まれ，また噴火終息後の防災対策や植生回復に関する有用
な情報を見出しているものと評価された。よって審査員一同は学位請求者に博士（農学）の
学位を授与するに値すると判断した。 
